







































         聖パウロ学校にみるジョン・コレットの教育観 


























  序 章： 先行研究、論文の目的、意義、及び研究手順 
  第 1章： ジョン・コレットの生涯 
  第 2章： コレットにおけるキリスト教的人文主義—聖書解釈を中心にして  ー
  第 3章： コレットと新プラトン主義の思想的接点 
                     —コレットの教育観の哲学的源流— 
  第 4章： キリスト教社会の再生を目指す改革的精神 
  第 5章： コレットの信仰観と聖パウロ学校の設立動機 
  第 6章： 「聖パウロ学校規則」に示された文法学校としての教育理念 
  第 7章： 文法・修辞用教材にみる聖パウロ学校の「言葉の教育」 
  第 8章： ジョン・コレットの子ども観 






(1) 第 1章 ジョン・コレットの生涯 
 



































































(4) 第 4章 キリスト教社会の再生を目指す改革的精神 
 




















































































































































(9) 終章 ジョン・コレットの教育観 
 
 以上の研究手順を踏まえて総合的な見地から検討を加え、終章では教育の原理、教
育の目的、教育内容及び教育方法、生徒観、そして教師観としてコレットの教育観を
まとめた。 
 教育の原理については、彼の独自のキリスト教的人文主義思想に基づく信仰観を基
に、教育の目的については、そうした信仰観に裏打ちされるところの改革的精神にみ
られる聖パウロ学校設立の動機を基に、彼が教えるべきとした教育内容及び教育方法
については、「聖パウロ学校規則」や文法・修辞用教材の編纂過程とその内容を基に、
生徒観についてはコレットの子ども観やトマス・ラプセットの証言を基に、そして教
師観という点からは、「聖パウロ学校規則」に示された教師に関する規定や初代校長ウ
ィリアム・リリーという人物から明らかにしていった。 
 
 最後に、コレットの求めた教育の在り方が、現在の我が国の教育においていかなる
示唆を与えうるかについても言及し、結びとした。我が国の公教育が世俗性を前提と
している以上、聖パウロ学校の特色であるキリスト教というものを一旦は外して考え
なければならないであろう。しかしながらキリスト教という宗教性を取り払ってもな
お、時代を越えて永続していく普遍的価値の人間に対する感化力を見捨てることは出
来ないのである。愛情をもって子どもの中に永遠なるもの、善へと向かおうとする本
性を認め、魂を鼓舞する教育をもってそれを引き出そうとする点において、コレット
が求めた教育の在り方とは、十分に生かされるべきものであると確信する。 
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